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構造[Fe(L)2][Fe(L)(NCS)3]2·n(DMSO) (n = 0, 2)に
おいては SCOおよび低温下で 532 nmの光を照射
することで LIESST 現象を示すことを明らかにし
た。 
さらに配位子に L を用いカウンターカチオン(A 
= Ph4P+ 、 BnPh3P+ 、 (4-ClPhCH2)Ph3P+ 、
(1-NpCH2)Ph3P+)を導入した A[Fe(L)(NCS)3]を合
成した。全ての錯体が SCO を示し(Figure 1)、
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Figure 2. Ph4P[Fe(L)(NCS)3]の構造式 
Figure 1. A[Fe(L)(NCS)3]の 
スピンクロスオーバー挙動 
